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社会科教育 
 

課題を設定する力を育成する中学校社会科の学習指導の工夫 

― 歴史的分野「近代の日本と世界」における授業モデルの作成を通して ―  

 

三次市立川地中学校 松本 温三 

 

キーワード：課題を設定する力 焦点化 

 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

中学校学習指導要領解説社会編（平成20年，以下

「解説」とする。）では，ＰＩＳＡ調査の結果など

から思考力・判断力・表現力等に課題があると述べ

ている。また，「解説」歴史的分野の目標では，

「生徒が歴史を主体的に学習し，歴史的事象を多面

的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に

表現することなどが大切である」

1)

と述べている。 

歴史的事象を多面的・多角的に考察する力につい

て，特定の課題に関する調査の結果（平成20年，以

下「結果」とする。）では，問題解決的な学習を通

して育てていくと述べている。米田豊（2009）は，

問題解決的な学習において，課題を設定する際にも

習得した知識や概念を使った思考が働くと述べてい

る。また，中島一郎（平成25年）は，生徒が自ら設

定した学習課題を追究することは，学習意欲を高

め，思考を広げたり深めたりする上で，有効である

と述べている。しかし，「結果」では，学習課題を

生徒に設定させる場面の指導に課題を感じている教

師の割合が，歴史的分野では65.0％と他の分野に比

べて高く，生徒が自ら課題を設定する場面の指導の

改善が必要である。 

本研究では，文献研究などから生徒が自ら課題を

発見するための要素を分析した上で，生徒が授業の

ねらいに沿った課題を設定する過程を提示し，課題

を設定する力を定義する。「解説」では，学習した

内容の比較や関連付け，総合などを通して，他の時

代との共通点や相違点に着目しながら時代の特色を

捉えるとしている。時代の特色を捉える学習では，

時代の大きな変化を扱うため各時代の共通点や相違

点に着目しやすい。そのため，課題の設定は，時代

の特色を捉える学習において行う。生徒が自ら課題

を設定し，それを解決する過程で時代の特色を多面

的・多角的に考察させる。このような授業モデルに

より，生徒が課題を設定する力を育成できると考

え，本研究題目を設定した。 

 

Ⅱ 研究の基本的な考え方  

 

１ 課題を設定する力とは 

(1) 課題を発見する要素について 

「解説」では，指導計画の作成と内容の取扱いに

ついて，生徒の主体的な学習を促し，課題を解決す

る能力を一層培うため，適切な課題を設けて行う学

習の充実を図るようにすることと述べている。ま

た，課題を解決する能力について，自ら課題を見い

だし，自ら学び，自ら考え，課題を解決する力であ

ると述べている。 

研究の要約 

本研究は，課題を設定する力を育成する中学校社会科の学習指導の工夫について考察したものであ

る。文献研究から，課題を設定する力とは，事象相互や事象と既有知識の比較から共通点や相違点に気

付き，疑問を焦点化する力とした。この力を育てるためには，生徒の疑問を焦点化して単元を貫く課題

を設定し，設定した課題を追究し，解決する。さらに，解決する過程で生まれた新たな課題を追究する

という問題解決的な学習を繰り返して行う授業モデルが有効であると考えた。そこで，この授業モデル

を使って「近代の日本と世界」の授業を行った結果，生徒は課題を設定する力を高めることができた。

このことから，課題を設定し，追究し，まとめ，新たな疑問から次の課題を設定し，追究する問題解決

的な学習を繰り返して行う授業モデルは，課題を設定する力を育成するのに有効であることが分かっ

た。 
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加藤秀俊（1975）は，「問題解決」に先行し，か

つ，それより更に重要なのは「問題発見」であると

述べている。吉水裕也（2002）は，「子ども自身が

問題を発見して解いていく過程が教育であると位置

づけるならば，問題解決アプローチのみならず，問

題発見のためのアプローチも重要な研究対象とされ

てしかるべきである。」

2）

と述べている。 

つまり，「解説」から課題を解決する能力とは，

課題を追究し，解決する力だけでなく，課題を見い

だす力（問題発見）を含んでいると考えることがで

きる。しかし，課題を解決する力に比べて，課題を

見いだす力（問題発見）に関する研究は少ないこと

から，このことについて研究を行うことは重要だと

考える。 

問題発見について吉水（2005）は，授業者が学習

者に多様な情報を与え，学習者がその情報を比較す

るなどして情報を整理し，情報間の差異，又は既有

知識との間の差異から認知的不協和状態を認識して

問題を発見すると述べている。ずれの認識について

倉富崇人（1970）は，自分の考えと他者の考えの共

通点や相違点に気付くときにずれを認識すると述べ

ている。以上のことから，課題を発見する前提であ

る認知的不協和状態，つまりずれを認識するには，

共通点や相違点に気付くことが必要であると言え

る。共通点や相違点に気付くことについて，Ｒ．

Ｊ．マルザーノ・Ｊ．Ｓ．ケンドール（2013）は，

必要となる思考は比較であると述べている。よっ

て，情報間や自分と他者の考えを比較して共通点や

相違点に気付き，ずれを認識することは，課題を発

見するために必要な要素であると考える。 

(2) 課題を設定する過程と課題を設定する力に

ついて 

共通点に気付き，ずれを認識することを考察す

るために，「結果」の中学校（地理的分野）調査問

題２（１）を分析した。その過程を図１に示す。 

 

 

 

 

 

 

図１ 共通点に気付き，ずれを認識する過程 

 

これは，ブラジルの都市サンパウロの様子を

撮った三枚の写真を見て「なぜ，日本文化がブラジ

ルにあるのか」という的確な課題を設定させる問題

である。生徒は，ブラジルという，日本とは空間的

に異なる場所に鳥居やなまはげ，漢字などの共通点

が存在することに気付き，「鳥居などは日本文化で

ある」という既有知識とのずれを認識する。 

ずれの認識から問題を発見する過程について吉水

（2005）は，問題発見とはあるべき姿と現状との

ギャップの構造を把握することから始まると述べて

いる。あるべき姿とは生徒が説明できる状態を示

し，現状とは生徒が説明できない状態を示す。前掲

の問題に置き換えて考えると，あるべき姿とは生徒

がブラジルに日本文化が存在する理由を説明できる

状態であり，現状とは生徒がブラジルに日本文化が

存在する理由を説明できない状態を示す。この

ギャップを説明するために，生徒は「なぜ，日本文

化がブラジルにあるのか」という問題を発見するの

である。 

発見する問題について吉水（2002）は，多くの，

そして高次の問題を発見，または把握させることが

社会科授業を適切な広がりと深まりをもたせて進め

る上で，重要な留意点となるとし，社会科が育てる

べき子供像を見据えた上での社会科の内容と直接か

かわった問題を発見することが重要であると述べて

いる。岩田一彦（2009）は，子供の体験・経験と結

び付いた問題だけを追究していく訳にはいかないの

で，科学の構造から抽出された概念や法則にたどり

着くための体系と結び付いたものが課題であり，両

者を結び付けたものを学習課題とよぶと述べてい

る。以上のことから，吉水（2002）が定義している

問題発見における問題と岩田（2009）が定義してい

る学習課題とは同じものであることが分かる。これ

を，前掲の問題の解答例と対比させると表１の解答

類型の正答に当たると考える。 

 

表１ 「結果」の中学校（地理的分野）２２（１）解答例 

解答類型 内容 

正答 

複数の写真を見て適切に課題を挙げている（鳥居，なま

はげ，漢字などを日本文化として総合化し疑問を書いて

いる） 

準正答 

一枚の写真のみを見て適切な課題を挙げている（なぜ，

鳥居がブラジルにあるのかなどの疑問を書いている） 

 

準正答に見られるような「鳥居」「なまはげ」な

どの個別的な知識を総合化して日本文化と捉え，

「なぜ，日本文化がブラジルにあるのか」というレ

ベルに高めたものが吉水（2002）の「高次の問

題」，岩田（2009）の「学習課題」に当たると考え

る。 

課題の設定について，新見謙太（1983）は，生徒
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がもつ多様で拡散的になりがちな疑問を，単元のね

らいに沿って焦点化することが重要であると述べて

いる。前掲の問題を例にとると，「なぜ，鳥居がブ

ラジルにあるのか」「なぜ，なまはげがブラジルに

いるのか」といった多様な疑問を，ブラジルの地域

的特色を明らかにするという学習のねらいを達成す

るために，「鳥居」や「なまはげ」などを「日本文

化」にまとめることで，「なぜ，日本文化がブラジ

ルにあるのか」という課題を設定する。このよう

に，焦点化とは多様で拡散的な疑問を教師の発問や

新たな資料提示などにより生徒に吟味させ，単元の

ねらいに沿った課題として設定することである。 

以上のことから，社会科の授業で最終的に概念や

法則に到達するための課題を設定するには，生徒か

ら出てくる様々な疑問を焦点化した課題が必要であ

り，設定した課題を追究した結果，ギャップを説明

できる知識を獲得する。この課題を設定する過程と

解決した後に獲得する知識の関係を図２に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 課題を設定する過程と課題を解決した後に獲得する知

識の関係 

 

本研究では，生徒が事象相互や事象と既有知識と

の比較から，共通点や相違点に気付き，ずれを認識

し疑問をもち，現状（説明できない状態）とあるべ

き姿（説明できる状態）のギャップを認識し疑問を

焦点化することを課題を設定する過程とし，表２に

示す。 

 

表２ 課題を設定する過程 

① 事象相互や事象と既有知識から共通点や相違点に気付く 

② 疑問をもつ 

③ 疑問を焦点化する 

 

また，本研究では「課題を設定する力」を「事象

相互や事象と既有知識の比較から共通点や相違点に

気付き，疑問を焦点化する力」と定義する。 

(3) 各分野におけるずれの認識の仕方について 

「結果」で課題を設定する力を問う設問は各分野

それぞれ２問ずつ出題されている。それらの設問に

おいて課題を設定する前提となるずれの認識の仕方

についてまとめたものを表３に示す。 

 

表３ 各分野におけるずれの認識の仕方 

分野 社会的事象 既有知識 

地理的

分野 

・屋敷林や家と家が離れている斐

川町 

・自分たちが住んでいる

地域 

・ブラジルにある日本文化 ・日本にある文化 

歴史的

分野 

・弥生時代の首のない埋葬人骨 

・弥生時代は戦いの武器

として大きい矢じりを

使っていた 

・イギリスは世界第一位の工業力 

・イギリスは「栄光ある孤立」と

いう非同盟政策をとる 

・日本とイギリスは同盟

を結んだ 

公民的

分野 

・イギリスとフランスはペットボ

トルの生産量が同じ 

・イギリスよりフランスがペット

ボトルの回収率が高い 

・ペットボトルはリサイ

クルしないといけない 

・日本ではリサイクルに

費用が掛かる 

・商店街に多くの駐輪 

・駐輪禁止の看板 

・ルールは守らなければ

ならない 

 

表３から，社会的事象と比較する既有知識は，地

理的分野や公民的分野では，主に生徒の生活体験や

経験であるのに対し，歴史的分野では歴史学習で習

得した既習知識となっている。歴史的分野で扱う事

象の多くは生徒の身近な生活体験や経験との比較が

難しい場合が多い。そのため，歴史的分野でずれを

認識させるには，既習知識を授業の導入部で確認

し，社会的事象と既習知識を比較させて共通点や相

違点に気付かせ，ずれを認識させるように工夫する

必要があると考える。 

(4) 課題を設定する力を育成する学習について 

ア 問題解決的な学習について 

「結果」では，歴史的事象を多面的・多角的に考

察する力は，問題解決的な学習を通して育てていく

ことが述べられている。米田（2009）は，問題解決

的な学習において，課題を設定する際にも生徒の習

得した既習知識や概念を使った思考が働くと述べて

いる。（１）で述べたように，本研究では課題を解

決する能力は，課題を見いだす力（問題発見）と課

題を追究し解決する力の二つの力で構成されるとい

う立場をとる。問題解決的な学習において，課題を

設定する力を育成することで課題を解決する能力も

高まり，事象を多面的・多角的に考察する力も高ま

ると考え，本研究では，課題を設定する力を育成す

る授業構成に問題解決的な学習を取り入れる。 

イ 課題を設定する力を育成する問題解決的な

学習について 

北俊夫（2015）が示した問題解決的な学習の基本

形を基に，稿者が作成した課題を設定する力を育成
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する問題解決的な学習過程Ⅰ～Ⅳを図３に示す。 

 

学習 

過程 

問題解決的な学習 

の基本形（北） 

課題を設定する力を育成する 

問題解決的な学習（稿者） 

Ⅰ 

学習問題をつかむ 

① 学習問題に気付く 

② 学習問題について 

 予想する 

 ③ 学習計画を立てる 

 

課題を設定する 

① 事象相互や事象と既

有知識から共通点や相

違点に気付く 

② 疑問をもつ 

③ 疑問を焦点化する 

④ 課題について予想する 

⑤ 学習計画を立てる 

Ⅱ 学習問題を調べる 課題を追究する 

Ⅲ 

まとめる まとめる 

① 整理・考察する 

② 新たな疑問や課題を整

理する 

Ⅳ 学習成果を生かす 次の課題を設定する 

図３ 課題を設定する力を育成する問題解決的な学習 

 

北（2015）は，子供たちが少しでも自然な形で受

け入れるような仕掛けを教師がすることを条件とし

て，学習問題は教師が設定してもよいと述べてい

る。本研究では，生徒がより主体的に課題を設定す

る力の育成を重視し，前頁表２で示した課題を設定

する過程を取り入れ，北（2015）の学習過程Ⅰを細

分化し，充実を図った。また，学習過程Ⅲでは，新

たな疑問や課題を整理し，学習過程Ⅳでは，新たな

疑問や課題を基に次の課題を設定する。 

図３で示した問題解決的な学習過程では，課題の

設定と追究を繰り返し行うことで一層効果が高まる

と考える。そのイメージを図４に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 課題を設定する力を育成する問題解決的な学習を繰り

返し行うイメージ 

 

ウ 課題を設定する力を育成する問題解決的な

学習の授業モデルについて 

単元を貫く課題を基に本時の課題を設定して，課

題を設定する力を育成する問題解決的な学習の授業

モデルを図５に示す。 

青柳慎一（2015）は，単元の導入部で設定した課

題を単元を貫く課題，各時間の導入部で設定した課

題を本時の課題とし，単元を貫く課題を設定するこ

とで，並列的であった各時間の学習の内容や学習活

動を有機的に結び付けて，一連の追究の過程を押さ

えた単元構成にすることができると述べている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 課題を設定する力を育成する問題解決的な学習の授業

モデル 

 

以上のことから，本研究では，単元の導入部で単

元を貫く課題を設定したあと，課題を解決するため

に，いくつかの仮説を立て，その仮説を基に各時間

の導入部で本時の課題を設定し，追究する。そし

て，単元の最後で追究した結果をまとめ，そこから

出てくる新たな疑問や課題を基に次の単元を貫く課

題を設定して追究していく。このように問題解決的

な学習を繰り返して行う授業モデルにより，課題を

設定する力が育成されると考える。 

 

２ 歴史的分野「近代の日本と世界」におけ

る授業モデルについて 

(1)「近代の日本と世界」における知識の構造図

について 

単元を貫く課題を各時間の学習内容や学習活動と

有機的に結び付けて捉え，一連の追究の過程を押さ

えた単元構成にするために，本研究では知識の構造

図を作成する。大単元「近代の日本と世界」の中

の，中単元「欧米の発展とアジアの植民地化」の知

識の構造図を次頁図６に示す。 

北俊夫（2011）は，問題解決的な学習で知識の抜

け落ちや無駄な重複を防ぐために，知識を洗い出

し，関連的，階層的に整理する工夫が求められると

述べ，社会科の学習で基本となる知識を「概念的知

識」「具体的知識」「用語・語句レベルの知識」の

三つとし，知識の構造図とは単元ごとに三つの知識

を構造的に整理したものであると述べている。 

１

２

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 事象相互や事象と既有知識から共通点や相違点に気付く 
② 疑問をもつ 
③ 疑問を焦点化する【単元を貫く課題を設定する】 
④ 課題について予想する 
⑤ 学習計画を立てる  

Ⅲ まとめる（最終時） 

Ⅳ 次の単元を貫く課題を設定する 
        （次の単元の第１時） 

① 整理・考察する 
② 新たな疑問や課題を整理する 

Ⅱ 単元を貫く課題を追究する 
展開（第２時） 
① 本時の課題の設定 
② 展開 
③ まとめ 
④ 振り返り（感想・疑問） 
展開（第３時～第○時） 
① 本時の課題の設定 
② 展開 
③ まとめ 
④ 振り返り（感想・疑問） 

Ⅰ 単元を貫く課題を設定する（第１時） 

Ⅲ まとめる

Ⅰ 課題を設定する

Ⅳ（Ⅰ’） 次の課題を
設定する

Ⅱ 課題を

追究する

Ⅲ’ まとめる

Ⅱ’ 課題を
追究する

Ⅳ’（Ⅰ’’ ） 次の課題を
設定する
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図６ 中単元「欧米の発展とアジアの植民地化」の知識の構

造図 

 

(2) 「近代の日本と世界」における課題を設定

する力を育成する授業モデルについて 

図７は，前頁図５を基に作成した中単元「欧米の

発展とアジアの植民地化」における授業モデルであ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ 中単元「欧米の発展とアジアの植民地化」における課

題を設定する力を育成する授業モデル 

各時間で追究する課題は，図６の「具体的知識」

と対応しており，第５時の課題解決の内容は，図６

の「概念的知識」と対応している。また，単元を貫

く課題を設定する第１時の学習過程について，歴史

的分野でのずれの認識の仕方と前掲図２を基に整理

して図８に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 中単元「欧米の発展とアジアの植民地化」における単

元を貫く課題を設定する過程と課題を解決した後に獲得

する知識の関係 

 

Ⅲ 研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 研究の仮説 

歴史的分野「近代の日本と世界」における授業モ

デルによって，生徒が事象相互や事象と既習知識の

比較から共通点や相違点に気付き，疑問を焦点化し

て設定した課題を追究し，解決する問題解決的な学

習を行えば，時代の特色を捉えることのできる課題

を設定する力を育てることができるだろう。 

 

２ 検証の視点と方法 

検証の視点と方法について，表４に示す。 

 

表４ 検証の視点と方法 

 

 

 

 

 

 

 

(1) プレテスト及びポストテストについて 

 課題を設定する力に関するプレテスト，ポストテ

ストを実施した。プレテストを次頁図９，ポストテ

ストを次頁図10に示す。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
社

会

的

事

象 

 

あるべき姿（説明できる状態） 

現状  （説明できない状態） 

 

 
ギャップ 

既

有

知

識 

【 既 習 知 識 の 確 認 】 16 世紀にポル

トガルの植民

地が多い 

ずれ 相

違

点 

[①相違点に気付く] 19 世紀にポルトガ

ルの植民地が減少

し，イギリス・フラ

ンスは拡大した 

課

題

設

定 

[②疑問をもつ] 
なぜ，ポルトガルが

衰退したのか 
なぜ，イギリスフラ

ンスの植民地が拡

大したのか 

[③疑問を焦点化] 
【単元を貫く課題の設定】 

なぜ、イギリスが

強国となったのか 

[獲得される概念的知識] 
市民革命による民主化と，産業革命による工業化

によって近代社会を形成した国家は，帝国主義化

して植民地を獲得するために域外に進出する 

検証の視点 方法 

時代の特色を捉えることのできる

課題を設定する力を育成すること

ができたか。 

プレテスト 

ポストテスト 

ワークシート 

「近代の日本と世界」における課

題を設定する力を育成する授業モ

デルは有効であったか。 

アンケート 

ワークシート 

 

社

会

的

事

象

 

課

題

設

定

 

相

違

点

 

既

有

知

識

 

  概
念

的

知

識 

具

体

的

知

識 

用

語

・

語

句 

レ

ベ

ル

の

知

識 

・

フ

ラ

ン

ス

革

命 

・

ア

メ

リ

カ

独

立 
 

戦

争 

・

ペ

リ

ー

来

航 
 

・

市

民

革

命 

（

ピ

ュ

ー

リ

タ

ン

革

命

・

名

誉

革

命

） 

・

権

利

の

章

典 

・

国

民

国

家 

・

三

角

貿

易 

・

産

業

革

命 

（

蒸

気

機

関

・

綿

織

物

） 

・

ア

ヘ

ン

戦

争 

・

南

京

条

約 

（

関

税

自

主

権

喪

失

・

領

事

裁

判

権

を

認

め

る

） 

市民革命による民主化と，産業革命による工業化によ

って近代社会を形成した国家は，帝国主義化して植民

地を獲得するために域外に進出する。 

・

イ

ギ

リ

ス

は

イ

ン

ド

を

植

民

地

化

し

て

三

角

貿

易

を

行

っ

て

国

を

豊

か

に

し

た

。 

・

綿

織

物

工

業

に

お

い

て

機

械

の

改

良

や

蒸

気

機

関

を

動

力

と

し

た

工

場

制

機

械

工

業

に

よ

っ

て

産

業

革

命

が

起

こ

っ

た

。 

・

フ

ラ

ン

ス

や

ア

メ

リ

カ

の

よ

う

に

市

民

革

命

に

よ

る

民

主

化

と

、

産

業

革

命

に

よ

る

工

業

化

に

よ

っ

て

近

代

社

会

を

形

成

し

た

国

家

は

、

帝

国

主

義

化

し

て

植

民

地

を

獲

得

す

る

た

め

に

域

外

に

進

出

す

る

。 

・

絶

対

王

政

に

よ

る

議

会

を

無

視

し

た

政

治

に

よ

っ

て

市

民

革

命

が

起

こ

り

、

権

利

の

章

典

を

国

王

に

認

め

さ

せ

た

。 

・

議

会

制

民

主

主

義

の

誕

生

に

よ

っ

て

国

民

と

い

う

意

識

が

生

ま

れ

、

国

民

国

家

が

誕

生

し

た

。 

・

三

角

貿

易

に

よ

っ

て

イ

ギ

リ

ス

が

イ

ン

ド

産

の

ア

ヘ

ン

を

清

に

輸

出

し

て

ア

ヘ

ン

戦

争

が

起

こ

っ

た

。 

・

南

京

条

約

で

賠

償

金

や

香

港

島

の

割

譲

、

関

税

自

主

権

の

喪

失

、

領

事

裁

判

権

を

認

め

た

不

平

等

条

約

を

結

び

、

清

は

半

植

民

地

化

し

た

。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅰ 単元を貫く課題を設定する（第１時） 
【既習知識の確認】 16 世紀のヨーロッパの支配地域の資料から 16 世紀にポルト

ガルが海洋帝国を築いていたことを確認する。 
① 19 世紀のヨーロッパの支配地域から相違点に気付く 

・ポルトガルの支配地域が減少 
・イギリスやフランスの支配地域が拡大 
・オーストラリアやニュージーランドに進出 

② 疑問をもつ 
・なぜ，ポルトガルの植民地が減少したのか 
・なぜ，イギリスの植民地が増加したのか 
・なぜ，フランスの植民地が増加したのか 

③ 疑問を焦点化する【単元を貫く課題を設定する】 
  ・なぜ，イギリスが強国になったのか 
④ 課題について予想する 

・海軍力を高めたから 
・アジアでたくさん貿易を行ったから 
・話し合って政治を行ったため団結力が高まったから 

⑤ 学習計画を立てる 
・海軍力がどう高まったかアヘン戦争を調べる 
・貿易によってどう豊かになったか三角貿易を調べる 
・団結力がどう高まったか市民革命を調べる  

Ⅲ まとめる（第５時） 
①整理・考察する。 
 （単元の課題に対するまとめを行う） 

・市民革命による民主化と，産業革命による工業化

によって近代社会を形成した国家は，帝国主義化

して植民地を獲得するために域外に進出する 
②新たな疑問や残った課題を整理する 
 ・アメリカやフランスがなぜ強くなったのか 

Ⅳ 次の単元を貫く課題を設定する 
 （次の単元の第１時） 

Ⅱ 単元を貫く課題を追究する 
展開（第２時） 
 ①本時の課題の設定 

・なぜ，イギリスがアヘン戦争に勝てたのか 
 ②展開（個人で調べる） 
 ③まとめ（班で交流・発表） 
 ④振り返り（疑問） 
展開（第３時） 
①本時の課題の設定 
・イギリスはどのような貿易によって経済力をつ 

けたのか 
 ②展開（個人で調べる） 
 ③まとめ（班で交流・発表） 
 ④振り返り（疑問） 
展開（第４時） 
①本時の課題の設定 
・市民革命によってどのように団結力を高めたのか 

 ②展開（個人で調べる） 
 ③まとめ（班で交流・発表） 
 ④振り返り（疑問） 
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【資料１】江戸幕府の収入や支出の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】幕府におさめられた年貢 

 

 

 

 

 

 

（１）【資料１】と【資料２】から1684年と1694年の江

戸幕府の収入や支出，年貢について共通する点と

違う点を読み取って書きなさい。（共通する点と

違う点どちらも必ず書くこと。） 

（２）（１）で読み取ったことを基に，疑問に思うこと

を「なぜ」という書き出しの後に続けて書きなさ

い。 

図９ プレテスト 

 

【年表】江戸時代末期から明治時代初期の日本と中国 

 

 

 

 

 

 

 

【資料】欧米諸国とアジア諸国の戦い 

 

 

 

 

 

 

 

（１）【年表】と【資料】を基に，1840年～1867年の欧

米諸国（英・米・仏・蘭など）と日本，欧米諸国

と中国の関係を比較して，共通する点と違う点を

書きなさい。（共通する点，違う点どちらも必ず

書くこと。） 

（２）（１）で読み取ったことを基に，疑問に思うこと

を「なぜ」という書き出しの後に続けて書きなさ

い。 

 図10 ポストテスト 

 

本研究では，課題を設定する力を事象相互や事象

と既有知識を比較して共通点や相違点に気付き，疑

問をもち，疑問を焦点化する力と定義している。そ

のため，プレテスト，ポストテストでは，事象相互

を比較して共通点と相違点に気付き，焦点化された

疑問が単元を貫く課題になるよう問題を構成した。

課題を設定する力を育成することができたかについ

て，設問（１）で事象相互から疑問をもつために必

要な共通点と相違点に気付くことができたか，設問

（２）で（１）の気付きから疑問を焦点化して課題

を設定することができたかの２点で検証した。 

(2) アンケートについて 

 アンケートは，研究授業終了後に行った。４段階

評定尺度法を用いて，「近代の日本と世界」におけ

る授業モデルによって課題を設定する力の育成の有

効性について生徒の意識を把握する。また，自由記

述欄への記述内容からも生徒の意識を把握する。 

 

Ⅳ 研究授業 

 

１ 研究授業の内容 

○ 期 間 平成28年７月６日～平成28年７月12日 

○ 対 象 所属校第２学年（１学級19人） 

○ 単元名 欧米の発展とアジアの植民地化 

○ 目 標  

・イギリスが市民革命や産業革命によって近代社

会を形成し，アジア諸国へ進出したことを理解

できる。 

・イギリスが市民革命や産業革命によって近代社

会を形成し，アジア諸国へ進出したという時代

の特色を捉える単元を貫く課題を設定すること

ができる。 

 

２ 研究授業の指導計画 

時 学 習 内 容 

１ 

16世紀と19世紀のヨーロッパの支配地域の変化を比較し

て，共通点や相違点に気付き，疑問をもち，単元を貫く

課題を設定し，予想と学習計画を立てる。 

２ 

資料からアヘン戦争の原因や結果を読み取り，アヘン戦

争でイギリスが勝利した要因について理解する。 

３ 

資料から三角貿易の変化について読み取り，その背景に

あるインドの植民地化とイギリスの産業革命について理

解する。 

４ 

資料から市民革命の原因・経過・結果を読み取り，イギ

リスで国民国家が誕生したことについて理解する。 

５ 

イギリスが近代社会を形成し，アジアに進出したことを

多面的・多角的に考察し，時代の特色を捉え，表現す

る。 

 

Ⅴ 研究授業の分析と考察 

 

１ 時代の特色を捉えることのできる課題を

設定する力を育成することができたか 

(1) 疑問をもつために必要な共通点と相違点に

気付くことができたか 

プレテストとポストテストの設問（１）において

疑問をもつために必要な共通点と相違点に気付くこ

とができたかを検証する判断基準を表５に，結果を

次頁表６に示す。 

 

表５ 疑問をもつために必要な共通点と相違点に気付くこと

ができたかを検証する判断基準 

段階 判断基準 

Ａ 

疑問をもつために必要な共通点と相違点に気付いてい

る 

Ｂ 共通点と相違点に気付いている 

Ｃ 共通点と相違点どちらか一つに気付いている 

Ｄ 誤答・無解答 

年代 日本 
中国 

幕府 薩摩藩 長州藩 1840 1842 1858 1862 1863 1864  1867 

  
日米修好通商条約 
賠償金を英に払う  
賠償金を英・米・仏・蘭に払う  
江戸幕府滅亡 
明治新政府誕生 

   
生麦事件 

薩英戦争 

    
外国船（米・仏・蘭）を砲撃 

英・米・仏・蘭が下関を占拠 

アヘン戦争 

南京条約        
 

生麦事件について 長州藩の外国船砲撃について アヘン戦争について 
横浜近郊の生麦村で薩摩藩の大名行列を見

ていたイギリス人を薩摩藩士が切り殺し

た。幕府は賠償金を払ったが，薩摩藩は支

払を拒否した。そのため、イギリスは軍艦

を派遣して鹿児島を壊滅させた。 

下関の海峡を通っていたアメリカ・フラン

ス・オランダの貿易船を長州藩が砲撃した。

それに対してイギリス・アメリカ・フラン

ス・オランダが下関を砲撃して下関を占拠

した。下関はのちに長州藩に返還され，幕

府は４か国に賠償金を払う。 

イギリスが密輸したアヘンを清が取り締

り，処分したことをきっかけにイギリスと

清が戦争をした。イギリスが勝ち，清は賠

償金を支払ったり香港を渡したり，不平等

条約を結ばされた。その後，欧米諸国に植

民地化されていく。 
 

116.9万両 116.9万両
88.3万両

127.5万両

0
50

100
150

1684年 1694年

収入

支出

110万石 120万石

0
50

100
150

1684年 1694年
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表６ プレテストとポストテスト設問（１）におけるクロス

集計 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

計 

(人) 

Ａ ６ ６ ０ ０ 12 

Ｂ ２ ２ ０ １ ５ 

Ｃ ０ ０ ０ 0 ０ 

Ｄ １ １ ０ ０ ２ 

計(人) ９ ９ ０ １ 19 

 

プレテストでは疑問をもつために必要な共通点と

相違点に気付くことができた生徒は12人（63.2％）

であったが，ポストテストでは９人（47.4％）とな

り，３人（15.8％）減少した。 

減少した理由の一つとして，プレテストとポスト

テストの構成の違いがあると思われる。二つの資料

を関連付ける際に，着目する要素はプレテストでは

「収入」「年貢」，ポストテストでは「戦争」「植

民地化」の二つに設定していた。しかし，プレテス

トではグラフの大きさで共通点や相違点に気付ける

が，ポストテストでは「戦争」に関する記述が「ア

ヘン戦争」「生麦事件」「外国船を砲撃」以外にも

「鹿児島を壊滅」「下関を占拠」など，資料の情報

量が多く，生徒の視点が分散して共通点や相違点に

気付きにくくなってしまったと思われる。このこと

から，課題を設定する力を育成するには，情報を整

理する力も必要であると考える。 

(2) 疑問を焦点化し課題を設定することができた

か 

 プレテスト・ポストテストの設問（２）において

疑問を焦点化し課題を設定することができたかを検

証するための判断基準を表７に，回答の変容をクロ

ス集計表で表８に示す。 

 

表７ プレテストとポストテストの設問（２）の解答類型 

 

プレテスト ポストテスト 

正

答

例

 

次の(a)と(b)を満たしてい

るもの。 

(a) 共通点（「収入」）と

相違点（「年貢」）に着目

している。 

(b)疑問を焦点化した表現

となっている。 

正答例：なぜ，年貢は増え

ているのに収入は変わって

いないのか。 

次の(a)と(b)を満たしてい

るもの。 

(a) 共通点（「戦争」）と

相違点（「植民地化」）に

着目している。 

(b)疑問を焦点化した表現

となっている。 

正答例：なぜ，江戸幕府も

清も欧米諸国との戦争に敗

れたのに日本は植民地化さ

れなかったのか。 

Ａ 

◎ 

(a)と(b)を満たしているも

の 

(a)と(b)を満たしているも

の 

Ｂ 

(a)を満たしているが，(b)

を満たしていないもの 

(a)を満たしているが，(b)

を満たしていないもの 

Ｃ 上記以外の解答 上記以外の解答 

Ｄ 無解答 無解答 

※ 表中の◎は正答を表す。 

表８ プレテストとポストテスト設問（２）におけるクロス

集計 

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

計 

(人) 

Ａ １ ０ １ ０ ２ 

Ｂ ３ ３ ６ ０ 12 

Ｃ １ １ １ ２ ５ 

Ｄ ０ ０ ０ ０ ０ 

計(人) ５ ４ ８ ２ 19 

 

プレテストでは疑問を焦点化して課題を設定する

ことができた生徒は２人（10.5％）であったが，ポ

ストテストでは５人（26.3％）に増加した。５人の

うち，プレテストでは共通点（「収入」）と相違点

（「年貢」）に気付いても，疑問を焦点化して課題

を設定するには至らなかったが，ポストテストでは

共通点（「戦争」）と相違点（「植民地化」）に気

付き，疑問を焦点化して課題を設定することができ

た生徒ａの記述を表９に示す。 

 

表９ 生徒ａの記述内容の変化 

 記 述 内 容 

プレテスト 

共通点 相違点 

資料１の1684年と1694年

の収入が同じ。 

支出の量が増えて，

年貢の量も増えた。 

課題設定 

なぜ，収入は増えていないのに支出

の方が増えたのか。 

ポストテスト 

共通点 相違点 

日本も中国も欧米諸国に

賠償金を払っている。 

清は植民地化されて

いる。 

課題設定 

なぜ，清は植民地化されたのに，日

本はされなかったのだろうか。 

 

次に，生徒ａの第１時及び第５時のワークシート

の記述内容を表10に示す。 

 

表10 生徒ａの第１時・第５時のワークシートの記述内容 

 記 述 内 容 

第１時 

共通点 相違点 

植民地を多く持つ国

がどちらもある。 

16世紀にはポルトガルが

一番多く持っていたが19

世紀にはイギリスが一番

植民地を持っている。 

疑問 

なぜ，ポルトガルの支配地域が減っ

たのだろうか。 

単元を 

貫く課題 

なぜ，ポルトガルの支配地域が減っ

たのだろうか。 

理由 

19世紀のヨーロッパの支配地域を見

るとポルトガルがとても少なくなっ

ているから。 

第５時 疑問 

なぜ，日本やフランスやアメリカな

どのほかの国はイギリスのように強

国になれたのだろうか。 

 

生徒ａは，第１時の授業で自ら課題を設定した理

由について，「19世紀のヨーロッパの支配地域を見

るとポルトガルがとても少なくなっているから」と

単純な疑問をそのまま課題として設定している。第

１時では，疑問を焦点化して単元の課題を設定する

ポストテスト 

プレテスト プレテスト 

ポストテスト 
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時に，その時代の特色を捉えるには，どの国に焦点

を当てて課題を設定すればよいか考えさせた。この

学習活動によって生徒ａは，第５時では，欧米や日

本の経済規模の推移のグラフと既有知識の比較から

「なぜ，日本や他の国はイギリスのように強国にな

れたのだろうか」という，次の単元を貫く課題のレ

ベルの疑問をもつことができるようになった。 

以上のことから疑問をもつために必要な共通点や

相違点に気付くことができた生徒は，学習を通して

時代の特色を捉えることのできる課題を設定する力

が高まったと考える。 

 

２ 「近代の日本と世界」における授業モデ

ルは有効であったか 

(1) アンケートの分析 

研究授業終了後，生徒が回答したアンケート結果

を図11に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

図11 生徒のアンケート結果 

  

アンケート結果より，「授業で疑問に思ったこと

から課題を設定することができる。」と肯定的に答

えた生徒は，63.2％であった。また，「今回の授業

で疑問に思ったことから課題を設定する力が高まっ

たと思うか。」という問いに肯定的に答えた生徒の

割合は，79.0％であった。今回の学習で疑問に思っ

たことから課題を設定する力が高まった理由につい

て生徒の自由記述欄を見ると，「疑問に思ったこと

を具体的にまとめていったから課題を設定しやす

かった。」「疑問を解決するための大切な部分を見

つけてそれを基に課題を良いものにできたから。」

と，「近代の日本と世界」の学習を通して疑問を基

に単元を貫く課題を設定する方法を理解できたと考

えられる内容が多かった。 

(2) ワークシートの記述内容の分析 

課題を設定できた生徒の第１時と第５時での割合

の比較を図12に示す。第５時のワークシートの記述

を分析すると，本単元の学習を基に新たな疑問をも

ち，その疑問が次の単元を貫く課題のレベルに到達

している生徒の割合が増えている。 

 

 

 

 

 

図12 課題を設定できた生徒の第１時と第５時での割合 

 

以上のように，検証の方法として設定したアン

ケート，ワークシートの両方において，「近代の日

本と世界」における課題を設定する力を育成する授

業モデルは有効であったと考える。 

 

Ⅵ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

事象相互や事象と既有知識との比較から共通点や

相違点に気付き，ずれを認識し疑問をもち，現状

（説明できない状態）とあるべき姿（説明できる状

態）のギャップを認識し疑問を焦点化して単元を貫

く課題を設定し，追究する問題解決的な学習の授業

モデルを実践することで，課題を設定する力の育成

に一定の成果がみられることが分かった。 

 

２ 研究の課題 

課題を設定し，追究する力の育成は，いくつもの

単元の学習を積み上げ，課題の設定と追究を繰り返

すことで育成される。今後も引き続き，既習知識を

基に課題を設定させる問題解決的な学習内容を研究

していく。また，共通点や相違点に気付くために，

学習の中で情報を整理する力を育成することも必要

である。 

さらに，本研究の授業モデルが，他の分野でも活

用できるように学習内容を研究していく。 
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